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国 名 勝 ｢ 袋 田 の 滝 ｣
袋 田 の 滝 は ､ 日 本 三 名 瀑 の ひ と つ に 数 え ら れ ､ 高
さ 1 2 0 m ､ 幅 7 3 m の 大 き さ を 誇 り ま す ｡ 滝 の 流 れ が
大 岩 壁 を 四 段 に 落 ち る こ と か ら 別 名 ｢ 四 度 の 滝 ｣ と
も 呼 ば れ ､ ま た 一 説 に は ､ そ の 昔 ､ 西 行 法 師 が こ の
地 を 訪 れ た 際 ､ ｢ こ の 滝 は 四 季 に 一 度 ず つ 来 て み な
け れ ば 真 の 風 趣 は 味 わ え な い ｡ ｣ と 絶 賛 し た か ら と
も 伝 え ら れ て い ま す ｡ 昔 か ら こ の 滝 に は 多 く の 文 人
墨 客 が 訪 れ ､ そ れ ぞ れ に 和 歌 や 俳 句 ､ 漢 詩 を 残 し て
い ま す ｡
そ し て ､ 今 で も 新 緑 の 春 ､ 涼 を 味 わ う 夏 ､ 艶 や か
な 紅 葉 の 秋 ､ 厳 し い 寒 さ に 凍 り つ い た 氷 漫 の 冬 な
ど ､ 四 季 を 通 じ て 多 く の 方 々  が こ の 滝 か ら 感 じ る 何
か を 求 め て 訪 れ ま す ｡
袋 田 の 滝 に は ､ 流 れ 落 ち る 水 の 激 し さ を 滝 つ ぼ
間 近 で 見 る 観 瀑 台 に 加 え ､ 平 成 2 0 年 ､ 周 囲 の 山 々
の 中 を 流 れ 落 ち る 全 景 を 滝 の 高 さ 近 く か ら 眺 望 す
る 観 漂 台 が 誕 生 し ､ さ ら に 多 く の 観 光 客 の 皆 様 に
奥 久 慈 の 大 自 然 と 袋 田 の 滝 の 素 晴 ら し さ を ご 覧 い
た だ け る よ う に な り ま し た ｡
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< 俳 句 募 集 >

国 名 勝 ｢ 袋 田 の 滝 ｣

第 4 3 回

全 国 水 瀑 腓 句 大 会
あ な た の 心 の 世 界 を 俳 句 に こ め て

主 催 / 全 国 氷 瀑 俳 句 大 会 実 行 委 員 会
後 援 / 大 子 町   大 子 町 教 育 委 員 会   大 子 町 観 光 協 会   奥 久 慈 俳 句 連 盟



第 4 3 回 全 国 氷 瀑 俳 句 大 会 の ご 案 内
秋 麗 の 候 皆 様 に は ま す ま す ご 清 吟 の こ と と お 慶 び 申 し 上 げ ま す ｡
さ て ､ ｢ 第 4 3 回 全 国 水 瀑 俳 句 大 会 ｣ を 次 の 要 頃 に よ り 開 催 い た し ま す ｡ 旬 友 お 誘 い 合 わ せ の 上 ､
多 数 ご 参 加 く だ さ い ま す よ う ご 案 内 申 し 上 げ ま す ｡
◎ 日 時 令 和 9 年 2 月 7 日 ( 日 ) 午 前 1 0 時 か ら

場 茨 城 県 久 慈 郡 大 子 町 大 子 7 2 2 - 1
大 子 町 文 化 福 祉 会 館 ｢ ま い ん ｣
※ J R 水 郡 線 ｢ 常 陸 大 子 駅 ｣ よ り 約 1 0 0 m

◎ 投 句 作 品 ｢ 氷 瀑 ･ 冬 の 滝 ･ 当 季 雑 詠 ｣ 未 発 表 作 品 2 句 1 組 ( 何 組 で も 可 )
小 ･ 中 ･ 高 校 生 は 1 人 2 句 に 限 り ま す ｡ ( 投 句 料 無 料 )
入 賞 ･ 入 選 作 品 に 関 す る 一 切 の 権 利 は ､ 全 国 氷 瀑 俳 句 大 会 実 行 委 員 会 に
帰 属 す る も の と し ま す ｡

◎ 投 句 料 2 句 1 組 に つ き 1 , 0 0 0 円 作 品 と 同 封 ( 小 為 替 ま た は 現 金 書 留 )

◎ 事 前 投 句 締 切 り

◎ 投 句 先 及 び
お 問 い 合 わ せ 先

令 和 8 年 1 2 月 4 日 ( 金 ) ( 当 日 消 印 有 効 )

〒 3 1 9 - 3 7 0 2
茨 城 県 久 慈 郡 大 子 町 町 付 3 0 3 5   本 田 理 方
｢ 第 4 3 回   全 国 氷 瀑 俳 句 大 会   実 行 委 員 会 ｣ 宛
T E L . 0 2 9 5 - 7 7 - 0 2 5 2

講 師 他   県 内 外 有 力 作 家事 前 投 句 の 選 者

当 日 投 句
講 演
演 題
当 日 会 費

表 彰
そ の 他

主

後
催
援

｢ 氷 瀑 ま た は 冬 の 滝 ｣ 2 句 締 切 り 1 0 時 厳 守 ( 選 は 講 師 ･ 選 者 ･ 参 加 者 )

俳 人 協 会 顧 問   俳 誌 ｢ 対 岸 ｣ 主 宰 今 瀬   剛 一 先 生
｢ 俳 句 の 愉 し さ ｣
2 , 0 0 0 円 ( 昼 食 代 ･ 当 日 投 句 料 ･ 参 加 記 念 品 )

茨 城 県 知 事 賞   茨 城 県 議 会 議 長 賞   茨 城 県 教 育 長 賞   大 子 町 長 賞 他
事 前 投 句 及 び 当 日 投 句 の 上 位 入 選 句 に つ い て は ､ 袋 田 の 滝 ﾄ ﾝ ﾈ ﾙ 入 口
前 の 俳 句 掲 示 板 に 掲 示 さ せ て い た だ き ま す ｡

全 国 氷 瀑 俳 句 大 会 実 行 委 員 会
大 子 町   大 子 町 教 育 委 員 会   大 子 町 観 光 協 会   奥 久 慈 俳 句 連 盟

※ 感 染 症 予 防 対 策 へ の ご 協 力 を お 願 い い た し ま す ｡
※ 感 染 症 の 拡 大 状 況 等 に よ り ､ 開 催 中 止 と さ せ て い た だ く 場 合 が ご ざ い ま す ｡

〒 3 1 9 - 3 7 0 2

茨 城 県 久 慈 郡 大 子 町 町 付 3 0 3 5
本 田 理 様 方

第 4 3 回 全 国 氷 瀑 俳 句 大 会
実 行 委 員 会 御 中
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ご 投 句 い た だ く 際 ､ 左 記 の 点 線 を 切 り 取 り ､
宛 名 と し て 封 筒 に 貼 っ て お 使 い に な る と 便 利 で す ｡

( き り と り )
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※ 文 字 は 楷 書 で ､ 漢 字 に
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2 句 1 組 ( 1 , 0 0 0 円 ) 2 句 1 組 ( 1 0 0 0 円 )
･ こ こ は 切 ら ず に 投 句 し て く だ さ い ｡ ･

2 句 1 組 ( 1 , 0 0 0 円 )
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